
まえがき＝近年の自動車分野では，安全性と利便性の向
上，および低燃費化による環境負荷低減が大きな課題と
なっている。このため，エンジンや変速機など多くのユ
ニットでは，従来よりも精緻なシステム制御が不可欠と
なっており，機械制御に替わってコンピュータ制御によ
る高性能化が急速に伸展している1），2）。
　このうち，自動変速機やパワーステアリング機構を司
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た試験片（φ20×30mmL）を作製し，メカニカルプレス
で端面を拘束した据込み試験を実施した。変形能は，切
欠きから割れが発生しない限界の据込み率で評価した。
3．4　切削加工性

　ドリル加工による貫通試験および超硬旋削試験を行
い，バリの発生性，切屑の分断性および切削工具の磨耗
量を評価した。

4．実験結果と考察

4．1　磁気特性

　図 5に開発鋼 ELCH2S と 従 来鋼 ELCH2，および
SWRCH10A について，印加磁界と磁束密度の関係を示
す。なお，供試材の磁気焼鈍条件は工業用で広く採用さ




